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私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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奈良県立大学生協

部会での理事会報告
取り組み概要
日時：4/11（火）18:00~20:00
（理事会報告は毎月部会の冒頭で実施）
場所：奈良県立大学 301教室
学生委員会の反応：理事会報告を踏まえ、
企画の協議が活発に行われていました。

POINT.1

理事会での内容を、理事以外のメンバーが知らない
ケースは珍しくありません。奈良県立大学生協学生委員
会では、部会のコンテンツに理事会報告を取り入れるこ
とで、この課題を解消しています。
数ある理事会の議題から、部会では、学生にとって身

近な議題である「学生委員会からの提案」に絞って報告。
スライドを用いて簡潔にまとめることで、理事ではない
メンバーにもわかりやすく伝えることができていました。
当日の内容は、部会のスライド同様LINEアルバムに蓄
積し、欠席者も把握できるよう配慮もなされています。

理事会内容を部会に持ち帰る

POINT.2

奈良県立大学生協では、学生委員会作成の企画書を、
理事会の場で教職員理事の方に確認いただいています。
理事の反応が、今後の企画の方向性に直結することも多
いです。理事会を経て、より企画をブラッシュアップす
ることで、理事会から部会へ、そして、その後の企画へ
の一貫性が形成されていました。この一連の流れは、過
年度の先輩から代々引き継がれているそうです。

理事のフィードバックを、企画につなげる

概要：奈良県立大学生協学生委員会では、
部会のコンテンツに理事会報告を取り入
れています。今号では、4月の部会にて行
われた、3月開催の理事会報告を例に紹介
していきます。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！

ブロック学生事務局 [ 和田 明日香 ] 
Wada.Asuka@univ.coop

POINT.3

奈良県立大学生協の理事会では、教職員理事の方よ
り「学生だけで１回考えてきてほしい」と言われるこ
とも少なくありません。そのため、部会では、ただ理
事会の内容を報告をするだけでなく、それを踏まえた
協議を行うこともあります。
この日は、他大学生協の取り組みを参考に、今後ど

んな食堂企画に取り組みたいかを、班に分かれて話し
合っていました。理事会での内容を、部会にて伝え、
議論し、よりよい企画に繋げている点が素敵ですね◎

他大学生協の事例を交えながら、その後の議論へ

全国大学生協連
関西北陸ブロック

執筆者：和田明日香
協力：奈良県立大学生協
発行日：2023年10月11日

第261号

[ 組織運営 ]


	オーソドックスパターン
	スライド 1


